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計画策定の背景と目的 
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県が定める計画 西予市が定める計画 
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■ 現行都市計画マスタープランの将来都市構造 

※将来の宇和・野村・三瓶都市計画区域の拠点整備に
ついて計画しております。 



■ 現行都市計画マスタープランの将来都市構造 

※都市軸とは交通網の主要路線を、西予市の骨格とし、まちづくり
の中心線として位置付けています。 



項目 定める内容 

１．はじめに 
・計画策定の背景と目的 
・目標年次、計画の位置づけ 

２．西予市の概況 

・広域的な位置づけ 
・人口等の動向 
・土地利用の現況 
・都市施設の整備状況 
・上位計画における都市づくりの方向 
・西予市における都市づくりの課題 

３．全体構想 

(1)都市づくりの目標 
・将来像と基本目標 
・目標人口 

(2)将来都市構造 ・拠点、ネットワーク、ゾーニング 

(3)都市整備の方針 

・土地利用の方針（立地適正化計画） 
・交通体系の方針（道路、公共交通） 
・都市施設整備の方針（公園、下水道、その他） 
・防災都市づくりの方針 
・環境共生、景観づくりの方針 

４．地域別構想 

(1)地域区分 ・地域別構想における地域区分設定 

(2)地域別の整備方針 
・地域の概況 
・地域における課題 
・地域の整備方針（都市整備の方針と同項目） 

５．実現化方策 (1)計画の推進体制 ・協働によるまちづくり、地域主体のまちづくり 
(2)都市計画の見直し ・今後検討する具体的な見直し内容 

今後の人口減少の動
向を踏まえながら、コ
ンパクトシィティ・防災・
持続可能なまちづくり
の計画と新たな地域
区分を設定する必要
があります。 

実行性のある計画とす
るために、推進体制や
役割分担を検討する
必要があります。 











項目 記載事項 定める内容 

立地適正化 
計画区域 

区域 都市計画区域内の区域 

基本的な方針 
住宅及び都市機能増進施設(※）の立地の適正化に関する基本的な方針 
※医療施設、福祉施設、商業施設、その他の都市の居住者の共同の福祉又は利便
のため必要な施設 

都市機能 
誘導区域 

区域 
都市機能増進施設の立地を誘導すべき区域 
・医療、福祉、商業等の都市機能を都市の中心拠点や生活拠点に誘導・集約するこ
とにより、これら各種サービスの効率的な提供を図る区域 

講ずべき施策 都市機能増進施設の立地を誘導するために市町村が講ずべき施策に関す
る事項 

居住誘導 
区域 

区域 
都市の居住者の居住を誘導すべき区域 
・人口減少の中にあっても一定エリアにおいて人口密度を維持することにより、生活
サービスやコミュニティが持続的に確保されるよう、居住を誘導すべき区域 

講ずべき施策 居住環境の向上、公共交通の確保その他の当該居住誘導区域に都市の
居住者の居住を誘導するために市町村が講ずべき施策に関する事項 









項目 定める内容 

１．はじめに 
・計画策定の背景と目的 
・対象区域、目標年次、計画の位置づけ 

２．都市構造の分析と課題抽出 

・人口等の動向（メッシュ別将来人口分布等） 
・土地利用の現況（低未利用地、公有地等） 
・公共交通の現況 
・都市機能の配置状況 
・財政、地価の状況 
・西予市における都市構造上の課題 

３．立地適正化に関する基本的な方針 
・目指すべき都市構造 
・ターゲット（何を実現するか）の検討 

４．居住誘導区域 

(1)基本的な考え方 ・居住誘導区域の位置づけ、役割等 

(2)区域設定の考え方 ・区域設定基準、居住誘導区域図 

(3)誘導施策 ・届出制度、その他支援制度 

５．都市機能誘導区
域 

(1)基本的な考え方 ・都市機能誘導区域の位置づけ、役割等 

(2)区域設定の考え方 ・区域設定基準、都市機能誘導区域図 

(3)誘導施設 ・区域別の誘導施設の設定 

(4)誘導施策 ・届出制度、その他支援制度 

６．目標値・施策達成状況の評価方法 
・評価項目の設定 
・目標値の設定 
・評価方法の設定 

立地適正化計画では、
都市計画区域のみを
対象とした計画とな
るため、都市計画区
域外の拠点（野村、
城川、明浜等）のあり
方についても検討す
る必要がある。 



①住民参加により都市マスづくりを実施した事例 

  （共につくる） 

         ・・・・伊勢市都市マスタープラン 

②都市マス推進のための仕組みを整備している事例 

  （活用できる） 

  ・・・・生駒市都市計画マスタープラン 

③住民が親しみをもつような都市マスになるように 

  工夫された事例（読める） 

・・・・西宮市都市計画に関する基本的な方針 



①住民参加により都市マスづくりを 

  実施した事例（伊勢市マスタープラン） 

伊勢市では、市民参加型の 

都市計画マスタープランを策定するため 

以下の取り組みを実施 

（１）市民ワークショップの開催 

●たたき台を用意することなく、白紙の状態から市民が原案を作成 

●３つの小学校区を基本単位に3地区同時に3回実施（進行も住民
が行った） 

（２）多様な市民参加方法の設定 

●インターネットによる公開 

●ＷＳ案の意見収集や参加者の追加募集の実施 等 



②都市マス推進のための仕組みを整備して 

 いる事例（生駒市都市計画マスタープラン） 

生駒市では、実効的な都市マスとするために 

以下の取り組みを実施 

（１）分野別まちづくりの方針の策定 

●計画に附属する「分野別まちづくりの方針」について、「行政施策
の推進」、「市民・行政が共に取組む協働」、「市民の取組みへの
支援」の３つを設け、市民・事業者・行政が取組む内容を明確化 

（２）「いこま塾」「いこままちづくりワークショップ」の開催 

●都市計画に対する市民の知見を深めるため、また、市民の主体
的なまちづくり活動の活性化を図るためにワークショップを開催 

●ワークショップは策定後も継続して行われている。 



③住民が親しみをもつような都市マスになるよう 

  に工夫された事例 

  （西宮市都市計画に関する基本方針） 

西宮市では、マスタープランを広く市民に理解して 

もらえるよう、読みやすい計画書を作成している。 



策定体制及び 
スケジュール 



 
 

Ｍ
Ｐ
案
へ
の 

意
見
・承
認 

Ｍ
Ｐ
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の
提
案 
 

 

事務局（建設課）、総合政策
課、まちづくり課、経済振興課 

庁内検討委員会 

学識経験者、一般市民、 
不動産、デザイナー、行政 

検討委員会 

MP案 
の提案 

まちづくり 
への 

提案・提言 

米博運営受託者、コン
サルタント、デザイナー、
建築家、学識経験者、
ＮＰＯ等、不動産 

未来予想図円卓会議 

計画案の作成 
検討委員会・円卓会議の事務局 

庁内検討委員会によって
作成されたMP案の検討 

地域再生計画による「官民連
携による既存施設等を活用し
た西予の商いづくりプロジェク
ト」に沿って、しごと、まち、ひ
との創出のためのまちづくり
計画を検討 

・広報、HP 
・説明会 
・シンポジウム 
・パブリックコメント 
など 

市民・関係団体 

都市計画 
審議会 

MP案の 
提案 

意見 

報告 

意見 
市議会等 

MP案 
の提案 

意見 

≪策定体制≫ 



立地適正化計画 都市計画マスタープラン 

（１）現行都市計画マスタープランの
検証 

（３）現況特性の整理 

都市計画マスタープラン（案） 

都市計画審議会 

（４）全体構想 
 ①都市づくりの目標の設定 
 ②将来都市構造 
 ③都市整備の方針 

（５）地域別構想 
 ①地域区分 
 ②地域別の現況課題 
 ③地域別の整備方針 

（６）実現化方策 
 ①計画の推進体制 
 ②都市計画の見直し 
 ③その他 

 

検
討
委
員
会
・庁
内
検
討
会 

（１）関係計画や他部局の施策等に
関する整理 

（２）現況及び将来見通しにおける
都市構造上の課題分析 

（３）立地適正化に関する基本的な
方針 

（４）都市機能誘導区域 
 ①基本的な考え方 
 ②区域設定の考え方 
 ③誘導施策 
 
 

（６）目標値・施策達成状況の評価
方法 

立地適正化計画（案） 

平
成
28

年
度 

平
成
29

年
度 

（２）住民意向調査（アンケート調査） 

シンポジウム
の開催 

地域づくり組織へ
の聞き取り調査 

（５）居住誘導区域 
 ①基本的な考え方 
 ②区域設定の考え方 
 ③誘導施策 
 

平
成
30

年
度 

策定・公表 
※都市機能誘導区域はＨ２９年度中に公表予定 

住民説明会 
パブリック 
コメント 

整合・連携 



２．策定スケジュール 
  予定月 協議等 議題（案） 

H28年度 １月 
  

●第1回検討委員会 ・全体スケジュールの確認 
・計画の方向性について（どんな計画にするか？） 

３月 ●第2回検討委員会 ・西予市の都市づくりの課題・方針について 
 （どのような課題があるか？どのような都市を目指すか？） 

H29年度 5月 ★シンポジウム テーマ（案）「協働のまちづくりについて」 

6月 ●第3回検討委員会 ・都市計画ﾏｽﾀｰﾌﾟﾗﾝの全体・地域別構想について 
・立地適正化計画の都市機能誘導区域について 

6～７月 ■都市機能誘導区域（素案）に対するパブリックコメントの実施 

６～９月 ▲地域づくり団体へのヒアリング ・地域別構想（素案）について 

1０月 ●第4回検討委員会 ・都市計画マスタープランの実現化方策について 
・立地適正化計画の居住誘導区域について 

1１月 ■都市機能誘導区域の公表 

12月 ●第5回検討委員会 ・都市マス計画書（案）について 
・立地適正化計画（案）について 

１～2月 ■都市マス・立地適正化計画の計画書に対する住民説明会及びパブリックコメントの実施 

3月 ●第6回検討委員会 ・都市マス計画書及び立地適正化計画の公表について 

H30年度   ■都市計画審議会 

  ■都市計画マスタープランの公表 
■居住誘導区域及び立地適正化計画の公表 


